























































































13 : 00-13 : 20　　荒木敏夫(東アジア世界史研究センター代表/専修大学教授)
｢趣旨説明｣
13 : 20-14 : 20　　渡辺信I1--那(京都府立大学教授)
｢雅楽の来た道｣
14 : 20-15 : 20　　中村太一(北海道教育大学釧路校准教授)
｢遣唐使の道一大運河を中心に-｣
15 : 40-16 : 40　　栄原永遠男(大阪市立大学大学院教授)
｢宝亀の唐使と遣唐使｣

















14 : 20-15 : 20　　王建新(東アジア世界史研究センター客員研究員/西北大学教授)
｢外国人に対する唐王朝の政策｣















13 : 00-14 : 00　　原豊二(米子工業高等専門学校准教授)
｢遣唐留学生像の受容と変遷一特に｢琴｣を意識しつつ-｣
14 : 10-15 : 10　　山崎覚士(大阪市立大学大学院特任講師)
｢末代明州における対日外交とその位置づけ一牒状を中心に一｣
15 : 30-16 :30　　渡連誠(広島大学特別研究員)
｢日本古代の対外交易および渡海制について｣
16:40-18:00　　討論
(3)調査報告
海夕絹周査記録
氏　　名　リサーチ･アシスタント　　福島大我
用務地　中国(揚州･上海)
( 174 )東アジア世界史研究センター平成20年度活動報告
用務先　揚州双物館･唐城遠地博物館･大明寺･揚州古運河･惰暢帝陵･上海博物館
出張日程　平成21年2月20日(金) -平成21年2月24日(火)
出張報告
本出張の主な用務地である揚州は､中国大陸の南北を結ぶ大運河と長江の交錯する要衝に位置
し､唐代においては国際的な交通の場としても重要な地位にあった｡鑑真ゆかりの大明寺が存在
し､日本からの遣唐使らが中国大陸に到達した後に集った地でもある｡今回は､揚州の上記用務
先にて収蔵資料の把握や遺虻の実見を行った｡また､上海博物館においても､収蔵される隔唐期
の文物の調査を行った｡関連研究書の収集による研究状況の把握と併せて､隔唐における揚州の
国内的･国際的位置づけについて認識を深めることができ､今後の本研究課題の推進に寄与しう
るものと考える｡
氏　　名　リサーチ･アシスタント　　小笠原強
用務地　台湾
用務先　台湾国家図書館､国史館台湾文献館
出張日程　平成21年3月9日(月) -平成21年3月13日(金)
出張報告
本出張では､台湾における古代を中心とした留学生研究や日中関係史研究の状況把握を目的と
し､これまで台湾で出版された留学生関係の書籍や論文について､台湾国家図書館､国史館台湾
文献館を訪問し､調査を実施した｡台湾国家図書館では､関係書籍の確認､特に遠隔傍や遣唐使
を含めた日中関係史に関する諸論文を閲覧､収集した｡また､国史館台湾文献館では史料調査だ
けではなく､展示されている遺物を見学する機会にも恵まれ､史資料ともに､台湾における研究
状況の把握に努めた｡
(4)平成20年度　活動記録
平成20年
4月1日　R･A辞令交付
事務､ならびにR ･ A研究との研究補助体制引継ぎ
4月15日　本年度の本センターの研究目標､各研究姓の研究課題の確認
6月3日　第1回運営小委員会
内容　7月26日第2回公開講座の実施確認
実施日程の詳細確認､ポスター･パンフレットの確認
11月22日国際シンポジウムについて
テーマ案の調整､講師との連絡確認､日程･場所の最終確認
7月8日　第2回運営小委員会
内容　国際シンポジウム関連の事務詳細計画の立案
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ポスター･パンフレットの発注､案内状･アンケートの作成案
7月22日　第1回センター会議
議題1　各研究班の研究進行状況報告
史資料･文献のデータベース化の進捗状況報告
夏季中のデータベース化のためのアルバイトの予定
2　夏期中の出張について
3　国際シンポジウムについて
テーマ､講演内容､時間等についての運営小委員会案承認
4　平成21年度　物品購入予定について
5　7月26日第2回公開講座について
役割分担(レジュメ印刷･当日の配置)
諸報告　7月26日公開講座における諸報告の概要と意義について(荒木敏夫)
7月26日　第2回公開講座　　生田校舎10号館10103教室
9月30日　第3回運営小委員会
内容11月22日国際シンポジウムについて
報告者の題目の決定､ポスター･パンフレットの確認
『年報』第2号作成について
構成案､総頁数､デザイン､発行日時など
10月7日　第2回センター会議
議題1 11月22日国際シンポジウムについて
準備状況報告
2　各研究班の研究進行状況報告
データベースの作成･公開へ向けて
ホームページ上の公開と､資料集の発行
3　今年度中の出張について
R･A　福島大我､春休み中の中国出張承認
4　『年報』の作成について
構成など運営小委員会の承認
5　2月開催の第2回研究会について
テーマ､報告者等の立案
11月11日　第4回運営小委員会
内容　国際シンポジウムの準備状況
通訳者決定､謝礼､講師対応､当日予定等
『年報』の作成について
部数､予算､掲載論文､締切等の最終案決定
来年度予算について
来年度行事､購入希望物品等の素案決定
( 176 )東アジア世界史研究センター平成20年度活動報告-･
来年度センター研究員について
増員せずの方向で確認
R･ AよりWeb上のデータベース構成案検討
中国･日本･新羅･潮海､その他(内陸アジア)の年表と史料
11月18日　第3回センター会議
議題1　国際シンポジウムについて
最終確認(会場設営案､日程の詳細､人員配置と役割分担)
2　『年報』の作成について
部数､予算､掲載論文､締切等の最終決定
3　研究会について
日程､報告者の確定､再度確認
4　来年度予算･予定について
予算額の確認
第3回公開講座(7月) ･シンポジウム(11月)､研究会(2月)
公開講演会､および月例報告会の新規設定案
5　来年度のセンター研究員について
増員はなしで承認
6　データベースのweb公開における具体的レイアウト(R･Aより)
11月22日　第5回運営小委員会
内容　国際シンポジウム報告者との打ち合わせ
テーマと討論の方向性
11月22日　第2回国際シンポジウム　　神田校舎7号館731教室
平成21年
1月13日　第6回運営小委員会
内容　『年報』入稿状況と構成の確認
2月4日　第7回運営小委員会
内容　第2回研究会の日程･場所､レジュメ印刷などの役割分担の確認
来年度の研究計画案
2月7日　第4回センター会議
議題1　来年度リサーチ･アシスタントについて
小笠原強氏､窪田藍氏､福島大我氏の継続で承認
2　年報第2号について
進行予定の確認
3　春休み中の出張について
R･A　福島大我　2月20日-24日　中国(上海･揚州)
R･A　小笠原強　3月9日-13日　台湾
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4　来年度行事予定について
公開講座　　　7月11日　生田校舎
シンポジウム11月21日　神田校舎
2月7日　第2回研究会　神田校舎7号館771教室
2月20日　海外出張(2月24日まで)
R･A　福島大我
出張先　中国(上海･揚州)
■
3月9日　海外出張(3月13日まで)
R･A　小笠原強
出張先　台湾
( 178 )東アジア世界史研究センター平成20年度活動報告
